
 

 

 

 

２月 13日（金）に第３回学校運営協議会（通称：CS会議）を開催しました。 

 

 

 

＜次第＞ 

１ 開会のあいさつ    

２ 校長あいさつ     

３ 報告 

（１）後期学校評価について 

（２）地域と学校パートナーシップ事業について 

（３）ＤＸハイスクール事業について  

４ 協議 

（１）令和８年度 学校運営の基本方針（案）     【承認】 

（２）令和８年度 働き方改革に係わる取組（案）  【承認】 

 

＜委員からの意見＞ 太字…意見 →…回答 

学校評価について 

 ・久しぶりに学校に来たが、生徒が自分から挨拶をしてくれて、とても嬉しく思った。掲示物も整理され

ていて、校舎も以前よりきれいになったように感じる。学校全体が落ち着いた雰囲気だと思う。 

 →掲示物は、担当職員を中心に整理しています。ありがとうございます。落ち着いた雰囲気なのは、教職

員が生徒とよくかかわっている成果だと思います。今後も継続してまいります。 

 

 ・「万代高校に入学してよかった」の項目に対して、「Ａとてもそう思う」と回答した割合が、昨年度の同

じ質問よりも上がっている。とても素晴らしいことだと思う。 

※現２年生 前回 33％ → 今回 44％ 

  現３年生 前回 21％ → 今回 38％ 

→ありがとうございます。とても大切な見方だと思います。教職員も励みになります。 

 

 ・トイレなど施設に対する意見もあるようなので、予算もあると思うが改善できるようにしてほしい 

 →トイレの洋式化については、今年度から計画的に改修を進めています。 

 

学校運営の基本方針について 

 ・生徒の主体性を活かすという方向性はとてもよいと思う。万代高校は、沼垂地域を中心に結びつきが強

いので、総合的な探究の時間が一層充実していってほしいと思う。地域としては、生徒とのかかわりが増

えるのは大歓迎である。 

 ・地域では、防災訓練が行われているが、どの地域も高齢化してきていて、高校生が参加してくれると本

当に助かる。実際に、何かあったときに、地域で動くのは若い人たちだと思うので、こういう観点でも学

校で働きかけてもらえるとありがたい。 

 →知っているのと実際にやるのとでは、まったく違うと思います。防災訓練の日程等をお聞かせいただけ

れば生徒へ紹介することもできます。 

地域とともにある学校を
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CSとは 
学校運営協議会を設置した学校をコミュニティ・スクール（CS）と呼ぶ。 

保護者、地域、学校が一体となって子どもの成長を支える体制を築き、「これからの社会をたくましく 

生き抜く力の育成」を目指した「地域とともにある学校」づくりを進める制度のこと。 



 ・特別支援教育とはどのようなことをしようとしているのですか。 

 →何か特別なことをするという意味ではなく、どのような生徒であっても過ごしやすい環境を作ったり、

どのような生徒でも分かる・できる授業をしたりすることを指しています。高校でも、特別支援教育は注

目されていて、今後一層必須になってくると考えています。 

 

 ・高齢化によって、地域における福祉なども新潟市の課題になっている。特に総合的な探究の時間になる

と思うが、様々な課題にどう目を向けさせるか、というのが大切なのだと思う。 

 →ご指摘ありがとうございます。生徒に「問い」をどうもたせるか、というのは現在でも試行錯誤しなが

ら取り組んでいます。今年度、理数探究の授業では、大学から継続して先生に来ていただいて、専門分野

の話をしていただきました。生徒は興味を持ったテーマについて調べることができました。来年度以降も

「問い」をもたせるための働きかけを工夫していきたいと思います。 

 

 ・定期考査を減らすということだが、生徒の学力が下がってしまう心配はないか？考査があることでそ

こを目指して、勉強をしていた生徒もいたと思うが。 

 →学力が下がるという心配はしていません。全国では考査をなくして、成果を上げている学校もあります。

テストがあるからということで学習をするのではなく、一時間一時間の授業でしっかりと理解させたり、

こまめに単元テストなどをしたりすることで、対応していきたいと考えています。 

 

 ・これから入学してくる生徒は、部活動が地域展開になった子どもたちである。これからは、学校の部活

動で目標に向かって取り組んだという経験が希薄になるので、生徒が集団で何かを目指そうというマイ

ンドがなくなるのではないかと心配している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜第３回 令和８年２月 13日（金）1５時〜1６時＞ 

CS会議参加者 

会長   川崎 博之  （後援会長） 

副会長  片桐 康正  （中央公民館 職員）    

竹田 陽子 （沼垂小学校地域教育コーディネーター） 

      長北 幸生 （PTA会長） 

      山崎 正人 （沼垂コミ協 副会長） 

      小林 孝  （東地区公民館長） 

田村 裕司 （校長） 

上村 正子 （教頭） 

渡部 智和 （教頭） 

長谷川 直之（事務長） 

 

 

「CS通信」や「地域と学校パートナーシップ事業」などに関して、お気軽にお問い合わせください。 

CS通信発行 万代高等学校 

事務局 渡部 智和（教頭）／ 司山 園美（地域教育コーディネーター） 

連絡先 025-241-0193（代表） ／ 090-5556-3559（直通） 

 ＜事務局より＞ 
今年度３回目の会議は、多くの意見が出されて、とても充実した時間となりました。ありがとうござい

ました。どの意見も、生徒や教職員のことを考え、学校がよりよくなるようにと考えていただいているこ

とが伝わってきて、とても嬉しく感じました。来年度の基本方針もご承認いただきましたので、いただい

た１つ１つのご意見を受け止め、教育活動に取り組んでいきたいと思います。 


